

独立行政法人科学技術振興機構（JST）の　地域イノベーション創出総合支援事業　重点地域研究開発推進プログラム　平成20年度「シーズ発掘試験」に提案していました事業テーマが採択されました。本事業の実施により、地域特産食品の安心・安全性確保のための研究を推進してまいります。

１．採択された提案の概要

事業テーマ：「半生麺・佃煮等加工食品の安全性確保法のための変敗菌叢の遺伝子解析法と迅速分析法の開発」（A:発掘型）

事業期間：平成20年度（１年間）

事業費：2百万円程度

提　案　者：香川県産業技術センター（発酵食品研究所）
事業概要：香川県ではさぬきうどんや手延べそうめんに代表される麺類および海苔佃煮等の佃煮製造産業が重要な地場産業であり、それら食品の安心・安全性確保のために全体の微生物群を迅速・正確に把握する必要がでてきました。そこで、微生物の特定遺伝子をターゲットとして菌叢（微生物の種類と割合）と菌種を確定するとともに、迅速微生物測定法の開発も検討します。その結果に基づいて、食品製造管理基準やマニュアルを設定することにより、菌数の少ない安全な食品を製造することをめざします。
２．地域イノベーション創出総合支援事業の概要
全国に展開している研究成果活用プラザやJSTサテライトを拠点として、自治体、経済産業局、JSTの基礎研究や技術移転事業等との連携を図りつつ、シーズ発掘から実用化までの研究開発を切れ目なく行うことにより、地域のおけるイノベーションの創出を総合的に支援する事業。シーズ発掘試験は実用化や企業化の入り口部分の制度です。
　　※採択事業の一覧は独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）の発表資料参照

http://www.jst.go.jp/pr/info/info525/index.html
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